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を形成し，その腫瘍内では，顕著な血管新生が見られる。本研究では，miPS-LLCcm を CSC のモデル細胞と
して用い，自己複製の維持機構，及び，近年新たに発見された血管内皮細胞への分化機構に着目した解析を
行った。 
 遺伝子発現解析，及び，FACS による解析から，miPS-LLCcm 集団内に血管内皮前駆細胞の存在を確認した。
また，miPS-LLCcm 細胞は，マトリゲル上で強力な血管様構造を形成した。 
 また，miPS-LLCcm の未分化細胞，及び，分化した細胞集団の培養上清が，miPS-LLCcm CSC の自己複製






















バランスを制御している事を示した。また，Notch シグナルを活性化する因子は既知の Notch リガンドでは説
明できないため，新規の Notch リガンドの存在が示唆している。同時に，がん細胞由来の分泌因子が長期的
に枯渇すると，がん幹細胞の分化能にも変化が生じる事も示しており，これはがん幹細胞の可塑性もしくは
多層性を示していると結論している。このように，がん幹細胞が分化した細胞により，がん幹細胞自身が維
持制御されていることを明らかにしたのは世界で初めての成果である。今回の発見が，がん幹細胞の特徴を
明らかにして行く上で重要かつ有効であると認め，今後のがん研究の進展にひとつの方向性を示した事は有
望であると認め，審査委員の全員が本論文を学位にふさわしい論文であると評価した。 
  
